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ジウム
日本貿易振興会、( 財) 神戸ファッション協会、
神戸市主催で開催されたファッションシンポ
ジウム。ファッショナブル＆エレガンスとい
う形容詞で飾られることが多い神戸シティだ
が、はたしてその実態やいかに？世界が認
めるファッション都市・ミラノの、これまた
ファッションブランドとして世界的成功を納
めているエトロ社営業部長基調講演、神戸フ

一
”

講師：ファビオ・ニョッキ氏
（工トロ社営業部長）

…ファッションとは自分自身の在り
方。エトロがエトロとして発展してい

｢ ファッション都市神戸のめざすもの～
ミラノに学ぶファッションビジネス」
コーディネーター：吉田順一氏

（神戸大学経営学部教授）

学

灘！

パネリスト：ファピオ・ニョッキ氏､ 、小泉
一十三氏（テキスタイル・プランナー) 、川
北俊治氏（デザイナー）〈写真左より〉

＜ためには、さらにエトロらしく、つ
まり自分たちのスタイルの在り方を強
調していかなければならない。

アッションに熱い想いを持つメンバーによる
シンポジウムという２部椛成で、ファッショ
ン都市神戸の未来の道しるべが描かれた。
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未来の神戸ファッションを担うたまご達
の若い感性に拍手。２大校の学生作品フ
ァッションショーが軽快なミュージック
とともに繰り広げられた。

画神戸文化短期大学服飾学科＆
神戸ファッション専門学校
’９８ファッションフェア
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装うこと、食べること、遊ぶこと。
都会のおしゃれな生活のためのすべてをラインナップした
“さんブラザ，“センターブラザ，“センターブラザ西館，

楽しさがエブリデイ渦巻いています。

Ｆ１

E 聖人ノブg ﾗ ﾛ ｺ ﾙ

セール.．……･………. .…･…………3／１４(土)～3／2２（日）

記念セールガラポン抽選会………3 /１４(土)～3 / 2２（日）
ヴイツセル神戸サイン会…………3 ／８（日）

スペイン料理｢パエリア」実演…3／１４(土）
ジヤンポマグロ解体………………3 ／1 ５（日）

アルマシヨー(障害者による音楽演奏会)…3/2１（土）

兵庫トヨタ自動車展示会…………3 /２０(金)・2 1 (土)・Ｚ
宝塚歌劇ｲベント（サイン会）…3 / 2 ２（日）
NT ｢ドコモ携帯電話展示即売会…3／2７（金）・28 (土)・２１
オーバーブリッジエ事完成………3 / ２５( 水）

簿蕊i 鱗
20thBirtMayIii“tａ

－J

盤
認
へ

、
』電豊

３月センターブラザ西館は、お祭り広場。
抽選会やイベントなど盛り沢山でお待ちしています。

乞うご期待1 １

セニパタ弓コフ劇画鰯

センターブラザ西館巳0 周年

糠]Ｆ１･三宮から５．．盾⑳おしゃれｼ ﾝ ﾌ ｫ ﾆ ｰ

(金)・21 (土)・22（日）貸会議室
1 0 8 人の大会議室から1 0 人の小会識

( 日）室までバﾗ ｴ ﾃ ｨ ｰ に富んだ' 6 室・
■お申し込み・お問い合わせは

(金)・28(土)・29（日）TELD7B-391-180B
（株)神戸ｻ ﾝセンターブラザ

( 水）（ｾ ﾝ ﾀ ｰ プﾗ ザ西館6 階）

昂

診
ね

獄用 ｙ写
1通#

パーキング3 1 3 台
営業時間入庫A M 7 : 3 0 ～P M 1 1 : ３０

出庫AM 7 : 3 0～P M 1 2 :００
駐車料金（普通料金) ３０分毎に2 5 0 円

（蝿):鵬:麓,,｡｡｡円
く車両制限/高さ1.7m長さ4.9,幅2.0m重量2トン以内〉
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燦々と輝くショピング街
絵になる、おしゃれな三宮を

☆
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
は
東
洋
一

村
上
神
戸
の
役
者
も
そ
ろ
っ
て
き
ま
し
た

ね
。
と
く
に
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
の
ア
ー
ケ
ー

ド
の
完
成
を
た
く
さ
ん
の
方
が
待
ち
望
ん
で

い
ま
し
た
。

三
月
二
十
八
日
、
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
の
ア

ー
ケ
ー
ド
が
完
成
。
三
月
二
十
日
、
さ
ん
ち

か
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
セ
ン
タ
ー

プ
ラ
ザ
西
館
も
二
十
周
年
を
迎
え
る
。
画
家

の
村
上
美
穂
さ
ん
を
迎
え
、
三
宮
の
未
来
像

を
お
話
し
い
た
だ
い
た
。 向

懲
Ｌ

村上美穂さん
画寂

小
松
原
震
災
前
に
、
ア
ー
ケ
ー
ド
を
修
復

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
い
よ

い
よ
着
工
し
よ
う
と
い
う
と
き
に
、
震
災
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
震
災
後
、
商
店
主
が
集

ま
っ
て
、
ア
ー
ケ
ー
ド
修
復
を
話
し
合
い
ま

し
た
と
こ
ろ
、
震
災
前
に
決
め
た
も
の
よ
り
、

一
段
上
の
ア
ー
ケ
ー
ド
を
つ
く
ろ
う
と
一
致

団
結
し
ま
し
た
。
東
入
口
の
三
十
一
の
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
、
カ
ラ
ー
舗
装
、
開
閉
し
た
様
子

が
カ
モ
メ
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
ア
ー
ケ
ー
ド

な
ど
、
わ
れ
わ
れ
も
東
洋
一
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
街
だ
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

安
岡
さ
ん
ち
か
で
は
、
通
路
の
大
理
石
に

あ
わ
せ
て
、
天
上
に
は
白
い
ク
ロ
ス
も
張
り

替
え
、
震
災
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
に
考
え
て
い

ま
す
。
食
品
街
の
ス
ペ
ー
ス
を
広
げ
、
オ
ー

ベ
ッ
ク
フ
ァ
ン
は
じ
め
神
戸
の
名
店
に
入
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
ハ

ー
ド
面
だ
け
で
な
く
、
気
持
ち
も
新
た
に
し

よ
う
と
、
ス
タ
ッ
フ
に
は
接
客
マ
ナ
ー
の
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

若
山
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
西
館
は
今
年
二
十

周
年
を
迎
え
ま
す
。
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
の
ア

ー
ケ
ー
ド
完
成
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を
検

討
中
で
す
。

東
村
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
、
さ
ん
プ
ラ
ザ
、

セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
の
三
棟
に
と
っ
て
も
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
を
創
る

い
い
機
会
で
す
。

村
上
震
災
か
ら
三
年
間
、
神
戸
の
街
の
絵

を
描
い
て
き
ま
し
た
が
、
新
し
い
画
材
が
増

え
て
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
（
笑
い
）

/篭扉~、

東村衛さん
( 株) 神戸サンセンタープラザ
代表取締役副社長

ｇ神戸復興トーク

潟
☆
〃
さ
ん
さ
ん
“
と
輝
く

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
・

村
上
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
ど
の
よ
う
な

安岡利美さん
神戸地下街( 株）
専務取締役

若山富夫さん
（右）網屋

小松原１F 直さん
( 株> 神戸センター
代調３１継投

イ
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ァ
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３月2 8 日期待のアーケードも完成し、神戸の『顔」と
して期待される

イ
ベ
ン
ト
を
お
考
え
な
の
で
し
ょ
う
。

小
松
原
竣
工
式
を
白
く
輝
く
ア
ー
ケ
ー
ド

が
い
っ
そ
う
引
き
立
ち
よ
う
に
、
夕
方
に
行

い
ま
す
。
商
店
と
ア
ー
ケ
ー
ド
の
電
色
を
使

っ
た
幻
想
的
な
式
典
に
し
た
い
。

安
岡
三
月
二
十
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
、

さ
ん
ち
か
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
セ
ー
ル

を
行
い
ま
す
。
一
定
金
額
の
商
品
お
買
い
上

げ
の
方
に
は
、
抽
選
券
を
お
配
り
し
ま
す
。

海
外
旅
行
、
ギ
フ
ト
券
、
堀
内
孝
雄
さ
ん
の

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
の
ご
招
待
券
な
ど
、
豪
華

商
品
が
当
た
り
ま
す
。
元
永
定
正
さ
ん
の
作

品
展
、
佐
川
満
男
さ
ん
の
公
開
生
放
送
が
目

玉
で
す
。

若
山
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
西
館
で
、
い
ま
検

討
中
な
の
は
、
館
内
で
携
帯
電
話
の
受
信
を

可
能
に
す
る
こ
と
や
Ｆ
Ｍ
ム
ー
プ
の
ス
タ
ジ

オ
を
当
館
に
つ
く
る
こ
と
で
す
。

村
上
元
気
い
っ
ぱ
い
の
〃
さ
ん
さ
ん
〃
と
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
よ
。

☆
三
宮
は
神
戸
の
四
番
バ
ッ
タ
ー

若
山
神
戸
は
ハ
イ
カ
ラ
な
地
域
で
す
が
、

各
エ
リ
ア
が
金
太
郎
飴
の
よ
う
に
な
る
と
だ

Ｆ
二

め
。
エ
リ
ア
ご
と
に
打
順
を
決
め
て
、
神
戸

全
体
が
ひ
と
つ
の
チ
ー
ム
に
な
ら
な
い
と
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
各
エ
リ
ア
の
ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン
ト
を
周
遊
出
来
て
も
面
白
い
。
セ
ン
タ

ー
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
完
成
は
、
神
戸
に
「
四

番
」
が
戻
っ
た
よ
う
で
心
強
い
で
す
ね
。

安
岡
時
代
に
あ
っ
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
を

つ
く
ろ
う
と
、
さ
ん
ち
か
で
は
．
一
○
○
五
年

と
二
○
一
四
年
に
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

東
村
サ
ン
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
の
立
体
と
三
宮

セ
ン
タ
ー
街
の
平
面
、
さ
ん
ち
か
の
地
下
を

う
ま
く
連
動
さ
せ
新
時
代
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

街
を
創
り
ま
し
ょ
う
。
空
の
時
代
に
ふ
さ
わ

し
く
「
空
港
ま
で
二
十
分
の
三
宮
」
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
も
い
い
。
ま
た
、
情
報
発

信
・
収
集
基
地
と
し
て
だ
け
な
で
な
く
、
市

民
が
ゆ
と
り
を
感
じ
る
生
活
空
間
を
創
ら
な

け
れ
ば
。
来
春
に
は
神
戸
国
際
会
館
も
オ
ー

プ
ン
し
、
元
町
ま
で
地
下
道
で
結
ば
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
湾
岸
線
が
開
通
す
れ
ば
、
三
宮

の
利
便
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
で
し
ょ
う
。

村
上
お
し
ゃ
れ
な
三
宮
を
描
か
せ
て
く
だ

さ
い
。
（
笑
い
）
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コーベブックス
さんちか3 番街ホーム＆ライフ

TE L O 7 8 - 3 9 1 - 4 7 4 9

雲重雪冒 さ
ん
ち
か
副
Ｃ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

Ｂ
月
即
日
（
金
）
オ
ー
ブ
ン

一
一
一
‐
し
種
弓
防
応
馨
一

代
表
取
締
役

三

叶
般
則

3 番街ホームアンドライフとさんちかホール公共通路交差点

２
月
把
日
〜
３
月
ね
日
ま
で
改
装
工

事
の
た
め
休
業
中
の
さ
ん
ち
か
が
、
３

月
”
日
い
よ
い
よ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
す
る
。

今
年
開
業
銅
年
を
迎
え
る
さ
ん
ち
か
だ

が
、
今
回
の
改
装
は
創
世
紀
に
向
け
た
第

一
段
階
の
も
の
で
、
今
後
第
二
、
第
三
と

ス
テ
ッ
プ
を
か
さ
ね
、
よ
り
充
実
し
た
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ
と
変
貌
を
と
げ
る
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
ア
ー

バ
ン
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
（
満
足
）
、
快
身
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
（
利
便
）
、
フ
ァ
ン
＆
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
快
適
）
。

既
存
テ
ナ
ン
ト
の
配
置
転
換
、
新
規
テ

ナ
ン
ト
の
入
店
と
と
も
に
、
各
ゾ
ー
ン
の

特
色
を
強
化
。
照
明
や
床
、
天
井
な
ど
に

も
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
な
工
夫
を
凝
ら
し
、
美

し
く
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
で
、
買
い
物
し
や

す
い
街
を
演
出
。

神
戸
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
三
宮
の
顔
的
商

業
施
設
と
し
て
、
神
戸
商
業
に
活
力
と
元

気
を
創
出
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
も
い
え

る
、
さ
ん
ち
か
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

神
戸
復
興
の
追
い
風
と
な
り
、
新
し
い

魅
力
に
あ
ふ
れ
た
三
宮
の
ま
ち
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
大
き
く
期
待
で
き
そ
う
だ
。

霧

6 番街ファッションコースト（新設）

北
風
陸
亘
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〒
６
５
０
．
０
０
０
４

神
一
戸
市
画
央
区
中
山
手
通
１
Ｉ
４
Ｉ
配

レ
イ
ン
ポ
ー
ビ
ル
４
階

一
ｌ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
『
ノ
８
．
３
９
動
１
ｓ
《
Ｕ
８
８
Ｒ
》

Ｆ
Ａ
、
Ｘ
０
７
８
．
３
９
２
．
４
５
０
６

代
表
取
締
役

さ
ん
ち
か
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念

神
戸
新
聞
創
刊
、
周
年
記
念

一
元
永
定
正
作
品
展

と
き
３
月
即
日
（
金
）
〜
４
月
７
日
（
火
）

午
前
加
時
〜
午
後
８
時

と
こ
ろ
さ
ん
ち
か
ホ
ー
ル

入
場
料
無
料

具
体
美
術
作
家
と
し
て
、
今
や
不
動
の
地
位
を
確
立

さ
れ
た
元
永
氏
。
エ
ア
ブ
ラ
シ
や
ス
プ
レ
ー
を
使
用
し

た
明
快
な
色
彩
と
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
雰
囲
気
を
持
つ
氏
独

特
の
作
品
中
、
大
作
を
中
心
に
椅
子
な
ど
の
立
体
作
品

と
合
わ
せ
て
、
約
加
点
を
一
堂
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
そ
の
他
、
さ
ん
ち
か
春
の
生
け
花
展
（
４
／
９
〜
４
／
料
）
、

Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
ま
ん
ま
る
ワ
イ
ド
公
開
生
放
送
「
佐
川
満
男
の

ブ
ギ
ウ
ギ
神
戸
丸
」
（
３
／
釦
）
な
ど
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
な
イ

ベ
ン
ト
内
容
が
目
白
押
し
で
す
。

園
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

》
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ア

し
６

国
期
間

３
月
釦
日
（
金
）
〜
３
月
劉
日
（
火
）

直
方
法

期
間
中
お
買
い
上
げ
３
０
０
０
円
毎
に

ス
ク
ラ
ッ
チ
カ
ー
ド
を
進
呈
。
抽
選
で

左
記
の
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

同
賞
品

《
特
別
賞
》
さ
ん
ち
か
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

記
念
コ
ン
サ
ー
ト

ペ
ア
－
０
０
０
組
ご
招
待

「
堀
内
孝
雄
と
仲
間
た
ち
」

（
４
月
指
日
帽
時
釦
分
〜
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
）

《
Ａ
賞
》
ミ
ラ
ノ
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

８
日
間
の
旅
ご
招
待
ペ
ア
５
組

※
そ
の
他
豪
華
賞
品
を
多
数
ご
用
意
し
て

お
り
ま
す
。

元永定正作「ヘランヘラン」（1 9 7 5 ）

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ド
ン
ク

ドンク
さんちか7 番街スイーツメイト

ＴＥＬ､ 0 7 8 - 3 9 1 - 3 4 2 9

北海フーズ
さんちか8 番街フードパレット

ＴＥＬ､ 0 7 8 - 3 9 2 - 1 6 6 8

↓

８
．
４
４
１
．
５
８
５
８

代
表
取
締
役

●

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
４
４
１
．
２
０
４
１

有
限
会
社
別
館
牡
丹
園

〒
６
５
８
．
《
Ｕ
《
Ｕ
〔
ご
“
ｌ

神
戸
市
東
灘
区
田
中
町
３
丁
目
旧
‐
粋

別館牡丹園
さんちか味の街レストランモール

ＴＥＬ. O 7 8 - 3 9 1 - 1 9 3 0

藤
井
太
一
郎

株
式
会
社
北
海

黄
田
漢
祥

田
鍋
恭
治
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バールサロン神戸

〒6 5 0 - 0 0 0 3 神戸市中央区山本通1 - 7 - 7 ( 北野坂）
ＴＥＬp 7 8 - 浬1 - 3 1 7 0 . 9 4 2 6
F A X O 7 8 - 2 2 1 - 9 4 2 7

露'

おかげざまで
６０周年

S p 血ｇ曇ｒ
，蛎

荻

a ／窟金～3 h / １回
１０: Q 肱、～６．抑. ｍ，
戸貢鰐バーノz サロシ如戸
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ベルローリエ
クッキー4 枚／チョコレート英謁側

７００ｙｅｎ

シャルロットヒル
クッキー9 枚
６００ｙｅｎ

クリンス
フルーツゼリー1 0 個／クッキー7 枚
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第
４
回

小
磯
良
平
大
賞
展

牌や１

壱

１
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言
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階
・
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“
時
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回
問
い
合
わ
せ
先

〒
５
３
０
．
８
５
５
１
大
阪
市
北
区
野
崎
町
５
．
９

読
売
新
聞
大
阪
本
社
事
業
局
内

「
小
磯
良
平
大
賞
展
」
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６
．
３
６
６
．
１
８
４
２
〜
３

小磯良平画伯の偉業をたたえて…⑤

大賞豊金■1 0 0 0 万円

小
●委託搬入期間= 平成１０年１０月５日～１１日●直椿機入期間＝平成１０年１０月１６日～１８日

公募第4回

主催／小磯良平大賞屠迩誉委員会､ 神戸市､ 読売新聞社
後援／日本テレビ放送網､ 読売ﾃ ﾚ ピ､ 財団法人神戸市民文化振興財団
①問い合わせ先:〒5 3 0 . 8 5 5 1大阪市北区野崎町５．ｇ読売W T I M l大阪本社M I T粟局内｢小磯良平大賞展l郵務局T E L 0 6 . 3 6 6 . 1 8 4 2 ~３

資料訓求方法; 応募要項･ 申込智の砺求は､ ９０円切手を同封のうえ､ 上肥の｢ 同大賞展｣ Z n 務局へ
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アンダース、ホルムキスト

六甲アイランド●ＳＰＲＩＮＧｌＮＦＯＲＭＡＴｌＯＮ

■q

”一頃守毒

＃

4 ／1 8 ～5 ／1 0 六甲アイランドでフラツグアート展
｢ サンタモニカの風を」
b y アンダース・ホルムキスト

僕蕊一躍今･･

再浄

艶。
侭画

hｇ

i隣
ｌＩｒ

六甲アイランドにサンタモニカの風が吹く－．４月１８日から
５月１０日まで六甲アイランドで、フラッグアーティスト、アン
ダース・ホルムキスト氏による旗の展覧会｢ サンタモニカの風を」
が開催される。アイランドセンター駅周辺をカラフルな旗で埋め
尽くすもので、「春風の彫刻展」として話題を呼びそうだ。
ホルムキスト氏は米国サンタモニカを拠点に活躍中で、プッシ
ュ元大統領やアーノルド・シュヮルツネッガーらのパーソナルフ
ラッグを製作するかたわら、世界中で旗のインスタレーションを
展開している。ロサンゼルス地震を体験した氏から「阪神大震災
で被害にあわれた方々にサンタモニカの風をプレゼントし、励ま
しと新しい町づくりに協力できたらうれしい」とのメッセージが
届き、この企画が生まれたという。
主催はフラッグアイランドプロジェクト実行委員会。プレビュ
ーとして３月３１日（午後３時～４時3 0 分）神戸ファッション美
術館オルビスホールで作品公開とスライドレクチャーが行われる
ので、一足先に足を運んでみよう｡ 参加の申し込みは、フラッグ

エア

ショップ&ギャラIノー「ＥＡ」（T E L＆F A X０７８．８５８．１９９０)まで。

L

〃
｡

ニヶツヲ薪

'』Ｆ１
ﾛ ゴ
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』
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はかわいそうなほど可憐な動物。ですから上品に仕上げましょう。た
だ独特の香りがあるので赤ワインに一日漬け込み、骨を少しつけたま
ま焼いています。付け合わせに百舌烏（モズ）の大好物のキンカンをフ
レッシュのトリュフとサラダにしました。
デザートは青りんごのムースをチョコレートのアクセントでどうぞ。
寒い日にチョコレートは口溶けが程良く、りんごの酸味とうまくあっ
てくれるので、とてもリズミカルなお菓子に変身します。
寒くなると思い出す３年前の１月１７日。未曾有~ という言葉を完全に
覚えてしまったほど、心に深く「自然の力」が刻み込まれています。
そんな強大な自然の一端に、私たち人間がいて、美味しい素材もあっ
て、豊かな時間もある。とても不思議な気持ちで冬と戯れています。
ホテルピエナ神戸、レストランパトリーは２月２５日に３周年を迎えま
した。震災復興と共に歩んで参りましたが、なお一層の努力と創意が
求められる昨今、初心を忘れずよりよい食を作り続けたいと願ってい
ます。これまでと変わりませず、宜しくご愛顧いただけますよう、お
願い申し上げます。

〆 、

冬は濃縮の候・温度が低いというのは本当に密な味を作り上げてく
れます。ポッテリ太った牡蛎一罰の腹身のトロリ感、甘くてしっかり
した松葉蟹の脚、肉をとり巻く野烏獣の皮下脂肪、蕪の水分、そして
脂が少ないフグが精一杯肥える様子など、どれを挙げても密な味わい
だと思われませんか。
私は暇が出来れば海へ行きます。冬の海はとても寂しい感じがする
のですが、実は強いもののみを残すためのフィルターと見て取れるこ
とが多くあるのです。すぐに大きくなる類の魚は失せ、遅々としてそ
の成長を年月に委ねるものたちだけが幅をきかせるその物凄さは、「畏
怖」を感じずにはいられません。山は山で食べ物が殆どない中、木の
皮や根、数少ない果実で過ごす野鳥獣たちの背中にも同じ様な感動を
覚えてなりません。自然は尊いものですね。
今日はそんな級密な味を持っている素材にこだわりました。
まず河豚（フグ）という魚は誠に淡白で、脂分も少ないどちからとい
えば味の無い部類なのですが、特徴は皮のゼラチン質、そして身の引
き締まり具合に絞ることが出来ます。今回のメニューはどちらかとい
うと皮に重点を置いています。ゼラチン質とフォアグラが口の中で溶
けて行くところを想像するだけでうっとりとしてしまいました。
一風変わった料理が2 品目のスフレ仕立て。松葉蟹、オマールエビ、
帆立貝柱はそれぞれ水温8 ℃以下が生育条件という正しく寒い時期の甲
殻類たちですが、それをまずムースにして、卵白を多くいれてわざと
膨れるようにオーブンで焼きます。スフレだと焼いた器のままサービ
スということになるのですが、今日は器から出してムースの様子を…。
関西では油目、関東では鮎並という名前のアイナメ。磯や砂地に住
む魚の中では冬場活動するという、珍しい魚といえましょう。骨が細
かくハモに対する調理法を代用する人もいますが、実際はそれほどで
もなく、油で焼くととても美味しい魚で、フランス料理のバターソー
スにぴったりの味わいとなるのです。
秋から冬は野鳥獣のシーズンですが、今向吾場の小鹿は獣と呼ぶに

ノ
7０

蝿 IＥ
中村新シェフの

素材こだ) わり塾
第５回綴密な冬

レストランパトリー
神戸市中央区二宮町4 - 2 0 - 5 （ホテルピエナ神戸２Ｆ）

T E L O 7 8 - 2 7 2 - 1 3 1 3

菓子ｓパトリー
神戸市中央区北長狭通1 - 3 - 1 0

T E L O 7 8 - 3 9 3 - 0 2 2 2

◆２度目の冬にこだわるメニュー◆
河豚の冷製とフォアグラの温製

甲殻類のスフレ仕立て
アブラメの葡萄油焼きと冬野菜の素揚げ

小鹿の骨付きロースト、キンカンとトリュフのサラダ添え
青林檎のムース、チョコレート風味

1 －

壷
一
》 蕊ﾐ､.
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画宅浄
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ＮＯ３７１

カバ茶目子( ４５
の語り部

~

まあ可愛い！くるりんとつぷらな瞳がキュートなカバの赤ちゃんは、動物園の人気者
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ザブーンザブーン。じゃれ合ってるのかと思いきや
泳ぎながら交尾していたのでした

「
カ
バ
の
茶
目
子
さ
ん
を
何
故
別
居
さ
せ
て
い
る
の
：
．
」

日
曜
、
祝
日
に
行
っ
て
い
る
「
こ
ど
も
動
物
相
談
」
に
親
子
連
れ

の
家
族
か
ら
の
質
問
が
実
に
多
い
の
で
す
。

学
童
の
頃
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
を
見
て
、
カ
バ
の
赤
ち
ゃ
ん
を
見
た

時
の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
、
と
お
っ
し
ゃ
る
。

他
の
動
物
園
で
の
受
入
園
が
殆
ど
な
い
の
で
避
妊
の
た
め
だ
、
と

ア
ダ
ル
ト
た
ち
に
は
話
し
ま
す
が
、
幼
い
頃
見
た
カ
バ
母
子
の
姿
を

我
が
子
に
も
と
思
っ
て
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
え
っ
、
そ
ん
な
の
可
哀
そ
う
」

ど
な
た
も
が
カ
バ
茶
目
子
さ
ん
に
心
を
痛
め
て
下
さ
る
の
で
す
。

神
戸
王
子
動
物
園
が
開
園
し
た
の
は
昭
和
弱
年
、
ボ
ク
四
才
ゾ
ウ

諏
訪
子
と
旧
諏
訪
山
動
物
園
か
ら
現
動
物
園
へ
越
し
て
き
た
の
で
す
。

﹇
神
戸
に
カ
バ
が
来
た
且

奇~~.》弧恥削肌

自慢のカバ舎もめでたく完成して、借り住まい終了。
オス出目男とメス茶目子も安心してデートできる

現
在
も
長
寿
の
イ

ン
ド
ゾ
ウ
諏
訪
子
の

い
る
南
部
屋
に
カ
バ

の
出
目
男
に
入
っ
て

も
ら
い
、
カ
バ
舎
完

成
を
待
っ
た
の
で

す
。
プ
ー
ル
の
な
い

ゾ
ウ
部
屋
だ
か
ら
、

天
井
か
ら
ホ
ー
ス
で

シ
ャ
ワ
ー
を
か
け
、

ケ
ン
カ
し
な
い
よ
う

諏
訪
子
は
ク
サ
リ
で

く
く
ら
れ
た
ま
ま
、

「
ド
ウ
、
ド
ウ
、
ド

ウ
、
怒
る
な
よ
」

オ
ス
の
出
目
男
が

到
着
し
た
の
は
昭
和

瓢
年
９
月
妬
日
。
ぽ

つ
ぽ
つ
夜
は
冷
ん
や

り
遠
路
は
る
ば
る
温

暖
な
ア
フ
リ
カ
か
ら

き
た
カ
バ
の
こ
と
保

温
に
も
苦
心
さ
ん
た

ん
で
し
た
。

ｌ
花
ｌ

そ
し
て
二
年
目
、
子
供
た
ち
に
買
っ
て
欲
し
い
希
望
動
物
を
投
票

し
て
貰
っ
た
ら
、
カ
バ
、
シ
ロ
ク
マ
、
ペ
ン
ギ
ン
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
ゾ
ウ
と
キ
リ
ン
は
い
た
の
で
早
速
カ
バ
を
注
文
す
る
一
方
、

カ
バ
舎
の
設
計
、
そ
し
て
入
札
と
な
っ
た
頃
『
鉄
』
の
値
上
が
り
で

予
定
の
価
格
で
落
札
す
る
も
の
が
い
な
い
。
再
入
札
す
る
な
ど
で
着

工
が
遅
れ
に
遅
れ
た
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
、
え
ら
い
こ
と
に
カ
バ

の
オ
ス
出
目
男
が
約
四
十
日
の
航
海
を
お
え
て
神
戸
に
や
っ
て
き
た

の
で
す
。

「
カ
メ
イ
君
、
カ
バ
を
ゾ
ウ
の
家
で
飼
っ
て
く
れ
な
い
か
…
」

唇＝害ミニーー＝
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麗

室
内
は
３
ト
ン
の
カ
バ
が
ゆ
っ
た
り
潜
れ
る
プ
ー
ル
の
部
屋
が
２

室
、
屋
外
は
少
し
坂
を
下
っ
て
大
小
プ
ー
ル
の
カ
バ
舎
は
当
時
、
最

新
設
計
で
広
く
、
自
慢
の
カ
バ
舎
が
完
成
し
た
の
で
す
。
以
来
お
年

間
、
風
雪
と
地
震
に
も
耐
え
現
在
も
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、
翌
年
に
嫁

い
で
き
た
メ
ス
の
茶
目
子
は
こ
こ
で
Ⅳ
産
し
、
２
子
を
死
な
せ
ま
し

た
が
、
巧
頭
の
子
を
育
て
現
在
も
健
在
な
の
で
あ
り
ま
す
。

当
時
の
山
本
鎮
郎
園
長
は
カ
バ
舎
落
成
式
に
カ
バ
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
式
辞
と
し
て
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
（
以
下
原
文
の
ま
ま
）

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

出
目
男
君
は
四
才
で
す
が
人
間
で
い
え
ば
中
学
一
年
生
位
に
当
た

り
ま
す
。

園
長
は
屋
外
プ
ー
ル
は
日
本
一
の
ひ
ろ
い
大
き
い
も
の
だ
と
、
ラ

ッ
パ
を
吹
い
て
お
る
よ
う
で
す
が
、
ボ
ク
は
東
ア
フ
リ
カ
は
ナ
イ
ル

川
上
流
の
大
き
な
湖
の
そ
ば
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
こ
の
湖
は
ビ

ク
ト
リ
ヤ
湖
と
い
っ
て
日
本
の
九
州
と
四
国
を
合
わ
せ
た
よ
り
ま
だ

大
き
い
湖
で
、
と
て
も
ヒ
ロ
イ
デ
ス
。
デ
ス
か
ら
ボ
ク
は
別
に
ひ
ろ

い
と
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ボ
ク
達
は
も
う
こ
こ
か
ら
永
久
に
外
に

出
ら
れ
も
せ
ず
、
も
ち
ろ
ん
故
郷
の
湖
も
見
ら
れ
ず
、
な
つ
か
し
い

両
親
に
会
う
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

ど
う
か
顔
は
ミ
ニ
ク
イ
で
す
が
、
さ
び
し
い
ボ
ク
達
を
か
わ
い
が

っ
て
下
さ
い
。

そ
れ
に
つ
け
ま
し
て
も
ボ
ク
達
に
石
を
な
げ
つ
け
た
り
す
る
人
が

い
る
の
は
フ
シ
ギ
で
す
。
神
戸
は
屈
指
の
大
き
な
都
市
で
、
そ
こ
に

住
ん
で
い
る
人
は
み
な
り
っ
ぱ
な
方
だ
と
思
っ
て
、
は
る
ば
る
四
十

日
の
タ
ビ
を
つ
づ
け
て
来
ま
し
た
。

ど
う
か
カ
ミ
ク
ズ
や
石
こ
ろ
な
ど
で
プ
ー
ル
を
ョ
ゴ
さ
な
い
よ

う
、
又
い
た
ず
ら
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

こ
の
工
事
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
、
大
工
さ
ん
や
左
官
や
さ
ん

に
ア
シ
く
お
礼
申
上
げ
ミ
ナ
サ
ン
の
健
康
を
祈
り
ま
す
。

﹇
カ
バ
水
中
交
尾
、
出
産
、
哨
乳
の
事
実
﹈

﹇
カ
バ
舎
落
成
め
で
た
く
出
目
男
入
居
。
昭
和
訓
年
ね
月
杷
且

ん
は
ど
ち
ら
で
も
い
い
よ
う
だ
よ
」

カ
バ
園
長
で
有
名
な
東
武
動
物
園
長
西
山
登
志
雄
ぐ
ん
と
は
無
二

の
親
友
。

「
陸
で
出
産
し
た
と
き
、
す
ぐ
水
中
に
突
き
落
と
す
ん
だ
よ
」

神
戸
で
は
茶
目
子
Ⅳ
産
中
三
度
陸
で
出
産
し
て
お
り
、
へ
ソ
の
帯

を
な
び
か
せ
母
親
に
つ
き
ま
と
う
小
さ
な
カ
バ
の
赤
ち
ゃ
ん

「
ま
あ
可
愛
い
い
」
人
だ
か
り
が
断
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

も
う
神
戸
で
は
見
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

「
お
っ
ち
ゃ
ん
、
水
の
中
で
眼
、
鼻
、
耳
、
乳
、
四
肢
そ
れ
に
尾
は

ど
う
し
て
い
る
の
…
」

こ
の
ほ
ど
大
阪
天
王
寺
動
物
園
で
は
、
カ
バ
水
中
の
生
態
を
お
見

せ
し
よ
う
と
日
本
で
は
初
め
て
の
試
み
と
し
て
ガ
ラ
ス
プ
ー
ル
の
カ

バ
舎
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
え
改
良
す
れ
ば
カ
バ

母
子
の
す
ば
ら
し
い
水
中
生
活
が
見
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

頭でなく、足からこの世にコンニチワ１
逆子出産でした

ザ
ブ
ー
ン
、
ザ
ブ
ー
ン
、

約
一
週
間
泳
ぎ
な
が
ら
の
交

尾
を
目
撃
し
て
か
ら
約
八
カ

月
め
の
早
朝
、

「
あ
っ
逆
子
出
産
だ
！
」

「
カ
メ
ィ
君
、
ボ
ク
の
経
験

で
も
正
常
分
娩
３
、
逆
児
３
、

不
明
６
産
・
で
も
ね
体
形
か

ら
す
れ
ば
、
カ
バ
の
赤
ち
や

１
７３

１

可
、

シ少震

亀井一成の
こども動物相談コーナー

☆野生勤物の特徴習怖、観察のしかた、
飼育体験などをお答えします。
●日躍日と祝日のみ
●１０：００～１１：３０，１３；３０～１５：００
⑬動物科学資料館内

。かわ
ン卜！

イズ
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ヨーロッパの古城をイメージさせる鴻脆館

芦
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牽
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T E L（0 7 8）9 0 4 - 0 5 5 1

下
″
月
光
橋
″
で
結
ば
れ
て
い
る
。
有
馬

の
清
流
、
春
夏
秋
冬
に
装
い
を
変
え
る

光
景
は
有
馬
で
も
随
一
と
い
っ
て
い
い
。

鴻
催
館
に
は
、
こ
の
比
類
な
い
絶
景
を

ガ
ラ
ス
越
し
に
眺
望
で
き
る
よ
う
に
、

ロ
ビ
ー
、
バ
ー
は
吹
き
抜
け
に
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
て
い
る
。

平
成
七
年
十
一
月
、
鴻
臓
館
は
、
従

来
の
旅
館
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
姿
で
登

場
し
た
。
正
面
は
孔
雀
、
屋
根
は
川
を

わ
た
る
青
龍
、
玄
関
は
白
虎
、
中
央
の

シ
ン
ボ
ル
は
玄
武
（
亀
）
を
表
現
し
て

い
る
。
「
世
界
に
通
用
す
る
日
本
旅
館
」
。

奥
田
亘
社
長
が
話
す
よ
う
に
一
風
変
わ

っ
て
い
る
。

館
内
共
通
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
す
れ
ば
、

両
館
の
九
つ
の
お
風
呂
を
〃
湯
め
ぐ
り
″

も
可
能
と
な
っ
た
。
渉
月
山
荘
の
二
つ

の
金
泉
露
天
風
呂
。
男
湯
″
阿
福
の
湯
″

と
女
湯
″
玉
鉾
２
戸
が
あ
る
。
〃
阿
福
の

湯
″
の
岩
洞
を
覗
い
て
み
る
と
、
そ
こ

に
は
女
性
器
が
紀
ら
れ
て
あ
る
。
（
少
し

分
か
り
づ
ら
い
が
）
女
湯
の
洞
に
は
、

案
の
定
男
性
の
イ
チ
モ
ッ
が
祁
ら
れ
て

ＫＯＲＯＫＡＮ

ＴＥＬ（07 8）90 3 - 2 2 5 5

姉妹旅館秘ﾀ鉢羅
TEL（078）９０４－０３６６

☆
子
宝
の
象
徴
”
阿
福
”
”
玉
鉾
”
の
湯

月
光
園
は
相
反
す
る
和
・
洋
旅
館
か

ら
な
っ
て
い
る
。
和
風
建
築
物
の
瀧
月

山
荘
は
落
葉
山
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古

城
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
鴻
雁
館
は
愛
宕

山
に
建
っ
て
い
る
。

両
旅
館
は
滝
川
を
隔
て
、
渡
り
廊

有
馬
随
一
の
光
景
に
あ
る
月
光
園
。
滝

川
を
隔
て
た
和
の
瀧
月
山
荘
、
洋
の
鴻

膝
館
は
月
光
園
の
代
表
格
で
も
あ
る
。

奥
田
員
社
長
の
斬
新
な
旅
館
づ
く
り
を

覗
い
て
み
た
。

和
・
洋
の
色
彩
を
楽
し
む

日
光
冒
黒
躍
龍
。
瀧
月
里
壮
一

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
シ
リ
ー
ズ
②

②

陵楓閏鵜痔斎

畦虹

§
鱈･ 零誤当÷

。豊患爵
正

１
７６

１

向陽間
TEL（07 8）90 4 - 0 6 7 5
T E L E X ５６２７－１１５

⑨

テニスでいい汗
いい湯にとっぷり味に集う

ＳｕＮＮＹＳＩＤＥＵＰ
ＴＥＬ（078）９０３－１０２４

鶏繍儒i両ｉ

露天風呂とご昼食

TEL（078）904- 0 5 0 1 (代）

賜葡諦泉月光園
ＱＥＫＫＯＥＨ

診 鍵艇
ひさご弁当

静寂さにつつまれた
くつろぎの宿

国際観光旅館
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あ
る
。
阿
福
と
は
、
神
仏
か
ら
授
か
る

め
で
た
い
品
、
玉
鉾
と
は
、
邪
を
さ
ま

た
げ
る
守
り
神
を
示
す
。
有
馬
の
湯
は
、

有
馬
筆
に
象
徴
さ
れ
、
子
宝
の
湯
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
ん
な
細
か
な
所

に
も
社
長
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
か
さ
れ

て
い
る
。

鴻
雌
館
に
は
大
浴
場
〃
金
波
の
湯
〃
〃
銀

波
の
湯
″
の
ほ
か
、
〃
洞
窟
″
（
女
性
の

み
）
〃
桧
″
〃
砂
岩
″
の
三
つ
の
テ
ー
マ
風

呂
も
設
け
て
あ
る
。
〃
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
イ

ム
〃
で
は
、
家
族
連
れ
を
対
象
に
、
無

料
貸
し
切
り
サ
ー
ビ
ス
も
。

☆
お
昼
の
人
気
は
松
花
堂
弁
当

鴻
騰
館
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
、
旬
の

味
覚
を
賛
沢
に
と
り
入
れ
た
〃
松
花
堂
弁

当
″
（
四
○
○
○
円
）
。
日
本
料
亭
″
弓
張

月
〃
〃
舟
月
″
の
掘
り
ご
た
つ
で
ゆ
つ
く

TEL（078）904 - 3 6 5 6 (代）

磯飲山

璽雲蕊
潟臓館人気の松花堂弁当

一展霧FＩＦ
り
味
わ
う
こ
と
も
で
き
る
。

満
月
山
荘
の
料
理
は
鴻
惟
館
の
価
格

に
比
べ
て
ち
ょ
っ
と
高
く
な
る
が
、
本

格
京
風
懐
石
料
理
〃
満
月
懐
石
″
〃
ミ
ニ

懐
石
″
〃
瀞
月
弁
当
″
と
メ
ニ
ュ
ー
も
豊

富
に
そ
ろ
っ
て
い
る
。

ま
た
、
満
月
山
荘
玄
関
に
掲
げ
ら
れ

た
金
扉
風
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
両

館
に
は
絵
画
、
芸
術
作
品
の
数
々
が
い

た
る
と
こ
ろ
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
奥

田
社
長
の
斬
新
な
旅
館
づ
く
り
と
、
絶

好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ブ
レ
ン
ド
さ
れ

た
名
宿
館
だ
。

③
月
光
園
鴻
騰
館

松
花
堂
弁
当
と
入
浴
宍
○
○
○
円
）

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
荊
胆
、
〜
朽
叩
叩

画
０
７
８
．
９
０
３
．
２
２
５
５

③
月
光
園
瀞
月
山
荘

滞
月
懐
石
と
入
浴
（
五
○
○
○
円
／
拍
名
か
ら
）

ミ
ニ
懐
石
と
入
浴
（
七
○
○
○
円
／
４
名
か
ら
）

瀞
月
懐
石
と
入
浴
（
’
二
○
○
○
円
／
２
名
か
ら
）

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
ｈ
印
加
〜
料
叩
釦

窓
０
７
８
．
９
０
４
．
０
３
６
６

7７

爾認

古家周

Ⅲ本の伝統
数寄屋造りの航

中の鉾ｮ 職
ＴＥＬ（078）9 0 4 - 0 7 8 1

会猟セミナーからご家族づれまで

有島グランドホテンレ
ＴＥＬ（078）904 - 0 1 8ユ

政府登録国際観光旅館

ＴＥＬ（0 7 8）9 0 4 - 0 7 0 1
チェックイン１３：００、アウト１２：００
ゆっくりとお過ごしいただけます。

雅ただようくつろぎの航

鮒無
自然の恵みを
湯けむりに伝える ゆ
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１
月
Ⅳ
日
、
大
震
災
か
ら
３
年
目
の
こ

の
日
、
被
災
地
を
歩
い
て
み
た
。

三
宮
の
神
戸
市
勤
労
会
館
で
は
「
三
周

年
メ
モ
リ
ア
ル
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
か

れ
、
公
的
支
援
や
生
活
再
建
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
た
。
参
議
院
議

員
で
災
害
特
別
委
員
の
山
下
芳
生
氏
が
国

会
報
告
を
し
て
「
金
融
機
関
に
は
釦
兆
円

も
の
公
的
資
金
を
出
す
の
に
、
被
災
者
に

は
出
さ
な
い
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
も
納

復
興
へ
の
春
は
ま
だ
遠
く

坤
芦
を
潟
畔
社
の
街
に

影

<280〉

■

’１

橋
本
明

く
儲
銅
雌
隷
密
霊
鑑
霊
〉

神戸市勤労会館で開かれたシンポジウム「3 年後の被災地
は」

得
が
い
か
な
い
。
ア
メ
リ
カ
や
イ
タ
リ
ア

で
は
地
震
直
後
に
被
災
者
に
住
宅
修
理
の

補
助
金
を
出
し
て
い
る
」
と
説
明
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
弁
誰
士
の
山
内
康
雄
氏
は

「
防
災
は
国
家
の
責
任
だ
か
ら
そ
れ
に
対
す

る
被
災
に
つ
い
て
は
国
が
責
任
を
と
る
べ

き
。
自
然
災
害
は
自
助
で
な
く
共
助
が
基

本
。
自
動
車
事
故
や
冷
害
に
は
補
償
が
あ

る
の
に
震
災
に
な
い
の
は
お
か
し
い
」
等

と
意
見
を
述
べ
、
午
後
か
ら
は
兵
庫
県
農

業
会
館
に
会
場
を
移
し
て
生
活
再
建
へ
向

け
て
の
問
題
や
課
題
が
話
し
合
わ
れ
た
。

午
後
、
中
央
区
吾
妻
通
に
あ
る
旧
吾
妻

小
学
校
を
訪
ね
た
。
こ
こ
で
は
午
前
５
時

半
か
ら
追
悼
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
兵

庫
県
但
東
町
か
ら
送
ら
れ
た
６
５
０
０
本

の
竹
筒
に
ロ
ー
ソ
ク
を
入
れ
、
灯
を
と
も

し
て
震
災
で
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
へ
黙
祷

を
捧
げ
た
。
校
舎
の
上
か
ら
見
る
と
校
庭

に
１
．
Ⅳ
と
竹
筒
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
の

が
わ
か
る
。
校
庭
で
は
い
く
つ
か
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が
、
お
も
ち
、
炊
き
込
み

旧吾妻小学校の校庭。6 5 0 0 本の竹筒で1 . 1 7 と描かれて
いる

ご
は
ん
、
玉
子
焼
き
、
焼
き
イ
モ
な
ど
の

炊
き
出
し
を
し
た
り
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
や
吉

川
太
鼓
な
ど
い
く
つ
か
の
イ
ベ
ン
ト
も
行

わ
れ
て
い
た
。

こ
の
あ
と
、
Ｊ
Ｒ
新
長
田
駅
近
く
の

「
神
戸
の
壁
」
に
行
っ
た
。
こ
こ
で
も
今
朝
、

追
悼
の
集
い
が
開
か
れ
、
壁
の
前
に
は
ロ

ー
ソ
ク
と
花
束
が
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
カ

メ
ラ
を
も
っ
た
人
た
ち
が
次
々
に
訪
れ
て

写
真
を
撮
っ
て
い
た
。
こ
の
壁
の
近
く
の

１
７８

１
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" 神戸の壁, , の近くのフェンスには須磨高生たちの絵や壁新聞が
展示されていた

鯉

膳取カトリック教会で行われた「エフエムわいわい」開局２周年の演奏会

て
遊
ん
で
い
た
。
震
災
３
年
目
の
一
日
が

暮
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

あ
の
日
か
ら
も
う
３
年
と
い
う
思
い
の

一
方
、
ま
だ
３
年
か
、
と
い
う
気
持
ち
も

あ
る
。
仮
設
住
宅
の
孤
独
死
が
２
０
０
人

近
く
に
も
増
え
、
特
に
注
意
し
て
心
の
ケ

ア
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
の
数
も
４
０
０

０
人
を
越
え
、
前
年
度
よ
り
も
増
え
て
い

る
と
い
う
。
一
方
、
３
年
経
っ
て
、
総
理

府
の
防
災
に
対
す
る
世
論
調
査
で
は
地
震

に
対
す
る
危
機
意
識
は
低
下
し
、
教
訓
も

薄
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

街
の
復
旧
は
よ
う
や
く
７
割
ぐ
ら
い
を

越
え
た
と
い
う
の
が
歩
い
た
実
感
で
も
あ

る
。
復
興
と
な
る
と
ま
だ
ま
だ
の
感
が
深

い
。
被
災
し
た
人
た
ち
の
人
生
の
再
建
も

ま
だ
こ
れ
か
ら
始
ま
る
と
こ
ろ
だ
。

フ
ェ
ン
ス
に
沿
っ
て
、
須
磨
高
校
の
生
徒

た
ち
が
被
災
地
を
歩
い
て
書
い
た
文
章
を

壁
新
聞
や
絵
に
ま
と
め
て
た
く
さ
ん
展
示

さ
れ
て
い
た
の
で
目
を
通
し
て
回
っ
た
。

そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
詩
が
あ
っ
た
。

「
道
」
み
つ
お

長
い
人
生
に
は
な
あ
、

ど
ん
な
に
避
け
よ
う
と
し
て
も

ど
う
し
て
も
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
道
’

て
も
の
が
あ
る
ん
だ
な

そ
ん
な
時
は
、
そ
の
道
を
だ
ま
っ
て
歩

く
こ
と
だ
な

ぐ
ち
や
弱
音
を
吐
か
な
い
で
な

黙
っ
て
歩
く
ん
だ
よ
、
た
だ
黙
っ
て
ｌ

涙
な
ん
か
見
せ
ち
ゃ
ダ
メ
だ
ぜ
！

そ
し
て
な
あ
、
そ
の
時
な
ん
だ
よ

人
間
と
し
て
の
い
の
ち
の
根
が
ふ
か
く

な
る
の
は
…

高
校
生
の
自
作
の
詩
か
と
思
っ
た
ら
、

そ
の
横
に
、
菅
原
商
店
街
の
ど
こ
か
の
店

⑤
”Ｌ

Ｐ

上
Ⅱ
、

室 雲毎憲
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で
こ
の
詩
の
額
が
掲
げ
て
あ
る
写
真
が
添

え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
高
校
生
は
た
ぶ
ん
、

全
焼
か
ら
復
旧
し
た
商
店
街
を
歩
い
て
い

て
こ
の
詩
が
目
に
留
ま
り
、
心
に
響
く
何

か
を
感
じ
て
写
真
を
撮
り
、
こ
の
壁
新
聞

に
書
き
綴
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
あ
と
、
長
田
区
野
田
北
部
地
区
を

歩
い
た
。
全
焼
し
た
高
取
東
商
店
街
の
こ

の
一
帯
に
も
少
し
づ
つ
新
し
い
家
屋
が
建

設
中
だ
が
、
ま
だ
空
き
地
の
方
が
多
く
目

に
つ
く
。
震
災
後
４
日
目
に
こ
こ
を
歩
く

と
一
面
に
焼
け
残
っ
た
鉄
や
瓦
喋
の
山
ば

か
り
で
所
々
に
花
束
が
置
か
れ
て
い
た
光

景
が
思
い
浮
か
ぶ
。

鷹
取
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
前
を
通
る
と

に
ぎ
や
か
な
音
楽
が
聞
こ
え
て
き
た
。
「
エ

フ
エ
ム
わ
い
わ
い
」
の
開
局
二
周
年
を
祝

う
バ
ン
ド
演
奏
が
進
行
中
だ
っ
た
。
近
く

の
大
黒
公
園
で
は
お
年
寄
り
の
夫
婦
が
二

人
寄
り
添
っ
て
散
歩
を
し
、
子
ど
も
た
ち

数
人
が
公
園
の
す
べ
り
台
で
歓
声
を
あ
げ

長田区の鷹取東商店街では住宅の建設~ [ 事がすすめられ
ている
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